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《補足事項》各市町のバス路線と地域公共交通確保維持事業の関係について

【豊岡市】

１.補助系統の地域公共交通における位置づけ・役割

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

地域内幹線 全但バス

但馬空港線

主に豊岡病院、豊岡駅及

び但馬空港を発着地とし

て市内並びに隣接市の各

拠点を連絡する。

空港連絡バスとして

運行しており、但馬空

港推進協議会並びに

交通事業者と協議の

上、運行を維持する。

全但バス

⑴日和山線

⑵日和山玄武洞病院

線

⑶中筋線

⑷竹野線

⑸目坂線

⑹奥野線

⑺豊岡出石線

⑻八鹿豊岡線

⑼団地バス線

⑽神鍋高原線

⑾江原出石線

⑿奥藤線

⒀八鹿出石線

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）を

活用し、持続可能な運

行を目指す。

支線 市営バス

⑴気比三原線

⑵三方線

⑶八代線

⑷河野辺線

市内各地域を運行し、軸

となる幹線や地域拠点に

接続する。

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー補

助）を活用し、持続可

能な運行を目指す。

2.地域公共交通確保維持事業の必要性

・上記全但バス⑴～⑹の路線は、豊岡病院を起終点とし豊岡市内の拠点間を連絡し、通勤通

学、買物、通院等の日常生活行動だけではなく、観光、ビジネス等、多様な目的での移動を

担う。経由地の豊岡駅では、他モードや地域内交通と連絡しており、市の公共交通ネット

ワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。しかしながら、自治体や事業者の運

営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保するためには、地域公共交通確保維持事

業の活用が必須である。
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・全但バス八鹿豊岡線は、主に豊岡病院を起終点とし豊岡市内の拠点や隣接する市に連絡し

ており、通勤通学、買物、通院等の日常生活行動だけではなく、観光、ビジネス等、多様な

目的での移動を担っている。経由地の豊岡駅では、他モードや地域内交通と連絡しており、

市の公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。しかしながら、

自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、

地域公共交通確保維持事業の活用が必須である。

・全但バス団地バス線は、戸牧団地を起終点とし豊岡市内の拠点間を連絡し、通勤通学、買

物、通院等の日常生活行動の移動を担っている。経由地の豊岡駅では、他モードや地域内

交通と連絡し、公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っている。しかしな

がら、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するた

めには、地域公共交通確保維持事業の活用が必須である。

・全但バス神鍋高原線は、江原駅を起終点とし豊岡市内の拠点を連絡し、通勤通学、買物、通

院等の日常生活行動だけではなく、観光客の移動を担っている。経由地の神鍋高原では、

観光客の乗降も多く、江原駅と観光地を結ぶ路線として重要な役割を担っている。しかし

ながら、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持する

ためには、地域公共交通確保維持事業の活用が必須である。

・全但バス江原出石線は、江原駅を起終点とし豊岡市内の拠点を連絡し、通勤通学、買物、通

院等の日常生活行動等の移動を担っている。出石地域には鉄道路線がなく、出石地域と鉄

道を結ぶ路線として重要な役割を担っている。しかしながら、自治体や事業者の運営努力

だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、地域公共交通確保維持事

業の活用が必須である。

・全但バス奥藤線は、主に奥藤を起終点とし但東地域内の拠点や隣接する出石地域を連絡し、

通勤通学、買物、通院等の日常生活行動等の移動を担っている。但東地域から出石を経由

し豊岡市街地を結ぶ路線として重要な役割を担っている。しかしながら、自治体や事業者

の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、地域公共交通

確保維持事業の活用が必須である。

・全但バス八鹿出石線は、出石を起終点とし出石地域内の拠点や隣接する市を連絡し、通勤

通学、買物、通院等の日常生活行動、観光等、多様な目的での移動を担っている。経由地の

八鹿駅では、他モードや地域内交通と連絡し、隣接市の公共交通ネットワークと結節する

上で重要な役割を担っている。しかしながら、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の

維持が難しく、運行を確保、維持するためには、地域公共交通確保維持事業の活用が必須

である。
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・市営バス気比三原線は、地域拠点である港地区から周辺部の居住地や生活必需施設を連絡

する近距離の路線であり、地域の移動手段として市民の日常生活を支える重要な役割を担

っている。また、経由地の城崎温泉駅では全但バス日和山線への接続により広域への移動

を可能としており、全但バス日和山線を補完する欠かせない路線である。しかしながら、

自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、

地域公共交通確保維持事業の活用が必須である。

・市営バス三方線及び八代線は、地域拠点である日高町三方地区及び日高町八代地区から周

辺部の居住地や生活必需施設を連絡する近距離の路線であり、地域の移動手段として市民

の日常生活を支える重要な役割を担っている。また、経由地の江原駅では全但バス江原出

石線や八鹿豊岡線への接続により広域への移動も可能としており、全但バス江原出石線や

八鹿豊岡線を補完する欠かせない路線である。しかしながら、自治体や事業者の運営努力

だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、地域公共交通確保維持事

業の活用が必須である。

・市営バス河野辺線は、地域拠点である但東町高橋地区から周辺部の居住地や生活必需施設

を連絡する近距離の路線であり、地域の移動手段として市民の日常生活を支える重要な役

割を担っている。また、但東町出合バス停では全但バス奥藤線への接続により広域への移

動も可能としており、全但バス奥藤線を補完する欠かせない路線である。しかしながら、

自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、運行を確保、維持するためには、

地域公共交通確保維持事業の活用が必須である。
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３.補助系統に係る事業及び実施主体の概要

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

全但バス

日和山線

日和山 豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

日和山玄武

洞病院線

日和山 玄武洞

公園

豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

中筋線

江原 豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

竹野線

豊岡営

業所

豊岡駅 竹野 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

目坂線

目坂 豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

奥野線

奥野 豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

豊岡出石線

出石 豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

八鹿豊岡線

但馬農

高

豊岡駅 豊岡病

院

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

団地バス線

法花寺 豊岡駅 戸牧団

地

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

神鍋高原線

江原 日高病

院

稲葉 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

江原出石線

江原 鳥居 出石 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

奥藤線

出石 出合 奥藤 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

八鹿出石線

出石 八鹿駅 但馬農

高

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

市営バス

気比三原線

城崎温

泉駅

港中学

校

三原 78条許可 路線定期運行 豊岡市 フィーダ

ー補助

市営バス

三方線

市役所

日高庁

舎

三方コ

ミセン

金谷・

知見

78条許可 路線定期運行 豊岡市 フィーダ

ー補助

市営バス

八代線

市役所

日高庁

舎

八代小

学校

小河江 78条許可 路線定期運行 豊岡市 フィーダ

ー補助

市営バス

河野辺線

合橋小

学校

出合 薬王寺 78条許可 路線定期運行 豊岡市 フィーダ

ー補助
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【養父市】

１.補助系統の地域公共交通における位置づけ・役割

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

地域内幹線 【全但バス】

大屋線

八鹿栗の下線

八鹿出石線

八鹿和田山線

八鹿建屋本線

中央公園八鹿駅線

生野本線

八鹿豊岡線

日和山本線

村岡線

八鹿湯村線

八鹿駅、養父駅を発着地

として市内並びに隣接市

の各拠点を連絡する。

交通事業者と協議の

上、一定以上の運行水

準を確保する。

【全但バス】

鉢伏本線

明延線

井坪線

出石坂本線

山口本線

秋岡線

八鹿豊岡病院線

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）を

活用し持続可能な運

行を目指す。

地域内フィ

ーダー系統

【全但バス】

岩崎伊佐線

岩崎八鹿線

八鹿岩崎線

石原線

大屋明延線

栗の下線

新井井の坪線

市内各地域を運行し、軸

となる幹線や地域拠点に

接続する。

交通事業者と連携し

た取組により一定以

上の運行水準を確保

する。

自家用有償運送

建屋線

宿南線

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー補

助）を活用し持続可能

な運行を目指す。
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２.地域公共交通確保維持事業の必要性

・全但バス地域内幹線は、養父市内の拠点間を連絡し、通勤通学、買物、通院等の日常生活行

動だけではなく、観光、ビジネス等、多様な目的での移動を担う。他モードや地域内交通

と連絡し、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一方で、

自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業によ

り運行を確保、維持する必要がある。

・自家用有償運送建屋線は、建屋地域周辺部の居住地や生活必需施設を連絡する近距離の区

域であり、地域の移動手段としての役割を担っており、全但バス井坪線への接続により広

域への移動も可能とするなど、全但バス路線を補完する欠かせない路線である。自家用有

償運送宿南線においても対象者数が限定される地域であり、多くの利用者を期待できると

ころではないが、空白地の解消や買い物、通院などの生活の足の確保として、地域にとっ

てその必要性は高い。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、

地域公共交通確保維持事業により運行を確保、維持する必要がある。

３.補助系統に係る事業及び実施主体の概要

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

全但バス

鉢伏本線

八鹿駅 関宮 鉢伏 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

明延線

八鹿駅 大屋 明延 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

井坪線

八鹿駅 建屋 井坪 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

出石坂本線

とがやま

温泉

坂本 出石 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

山口本線

八鹿駅 朝 来 医

療 セ ン

ター

山口 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

秋岡線

秋岡 村岡 八鹿駅 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

八鹿豊岡病院線

但馬農

高

豊岡駅 豊岡シルバ

ーステイ

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

自家用有償

運送

建屋線

建屋地

域

法79条 区域運行 養父市 フィーダ

ー補助

自家用有償

運送

宿南線

宿南地

域

法79条 区域運行 養父市 フィーダ

ー補助
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【朝来市】

１.補助系統の地域公共交通における位置づけ・役割

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

地域内幹線 ■全但バス

（県単路線）

八鹿和田山線

竹ノ内与布土線

八鹿建屋線

（～R7.3.31）

中央公園八鹿線

生野本線

山口本線

（市単路線）

竹ノ内与布土線

白井病院線

柴線

金浦線（～R7.3.31）

山口本線

新井井坪線

（～R7.3.31）

和田山駅生野本線

循環線

八鹿和田山線

八鹿建屋本線

（～R7.3.31）

竹ノ内よふど温泉線

中央公園八鹿線

生野本線

■ウイング神姫

（県単路線）

粟賀生野駅西口線

新野駅生野駅西口線

八鹿駅、生野駅等を発

着地として市内並び

に隣接市町の各拠点

を連絡する。

交通事業者と協議の

上、一定以上の運行水

準を確保する。

■全但バス

（国庫協調路線）

山口本線

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）を

活用し持続可能な運

行を目指す。

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

支線 ■ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

和田山・山東コース

（～R7.3.31）

神子畑・佐中コース

（～R6.9.30）

市内各地域を運行し、

軸となる幹線や地域

拠点に接続する。

交通事業者と連携し

た取組により一定以

上の運行水準を確保

する。
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神子畑・老波・川上

コース（～R6.9.30）

■デマンド型乗合交通

生野ｴﾘｱ

（R6.４.1～）

■ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

田路・多々良木コース

（～R6.9.30）

朝日・内海コース

（～R7.3.31）

岡・藤和コース

（～R7.3.31）

■デマンド型乗合交通

朝来ｴﾘｱ

（R6.10.1～）

和田山・山東ｴﾘｱ

（R7.4.1～）

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー補

助）を活用し持続可能

な運行を目指す。

２.地域公共交通確保維持事業の必要性

・地域内幹線系統は、市内及び隣接する市町域間を連絡し、通勤通学・買物・通院等の日常生

活行動だけではなく、観光・ビジネス等、多様な目的での移動を担う。起終点及び経由地

となる朝来医療センターや JR和田山駅・JR生野駅等では、他の交通モードや地域内交通

と連絡し、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持

事業により運行を確保・維持していく必要がある。

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ及びデマンド型乗合交通は、補助対象地域間幹線系統である「全但バス山口本線」

につなぐことを目的に運行しており、周辺部に居住している住民や生活必需施設を連絡す

る近距離の交通であり、地域の移動手段として欠かすことのできない重要な役割を担って

いる。

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持

事業により運行を確保・維持していく必要がある。

３.補助系統に係る事業及び実施主体の概要

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

全但バス

山口本線

八鹿駅 朝来医

療セン

ター

山口 4条乗合 路線定期運行 交 通 事 業

者

幹線補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 内水面 新井駅 芸術の 4条乗合 路線定期運行 朝来市 フィーダ
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田路・多々

良木コース

～R6.9.30

漁業 森美術

館

※ 運 行 は

交 通 事 業

者に委託

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

朝日・内海

コース

～R7.3.31

下戸 和田山

駅

朝来資

料セン

ター

4条乗合 路線定期運行 朝来市

※ 運 行 は

交 通 事 業

者に委託

フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

岡・藤和コ

ース

～R7.3.31

本芳野 朝来医

療セン

ター

野谷口 4条乗合 路線定期運行 朝来市

※ 運 行 は

交 通 事 業

者に委託

フィーダ

ー補助

デマンド型

乗合交通

朝来ｴﾘｱ

R ６ .10.1

～

旧朝来町内全域 自家用有

償旅客運

送

区域運行 朝来市 フィーダ

ー補助

デマンド型

乗合交通

和田山・山

東ｴﾘｱ

R7.4.1～

旧和田山町内全域

旧山東町内全域

自家用有

償旅客運

送

区域運行 朝来市 フィーダ

ー補助
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【香美町】

１.補助系統の地域公共交通における位置づけ・役割

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

地域内幹線 全但バス 秋岡線

全但バス 八鹿湯村線

全但バス ハチ北線

全但バス 柤岡線

全但バス 板仕野線

国道９号線沿いにバスが

運行し町内並びに隣接市

町の各拠点を連絡する。

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）を

活用し持続可能な運

行を目指す。

支線 ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 佐津柴山

線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 余部線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 奥佐津線

町内各地域を運行し、軸

となる幹線や地域拠点に

接続する。

交通事業者と連携し

た取組により一定以

上の運行水準を確保

する。

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 村岡境線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 長井線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 香住市街

地線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 射添線

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 兎塚線

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー補

助）を活用し持続可能

な運行を目指す。

２ 地域公共交通確保維持事業の必要性

・全但バス八鹿湯村線は新温泉町から八鹿駅までをつなぐ国道９号線を走る幹線で香美町内

の拠点を連絡し、通勤通学、買物、通院等の日常生活行動だけではなく、観光、ビジネス

等、多様な目的での移動を担い、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を

担っている。また、全但バスハチ北線・柤岡線・板仕野線は八鹿湯村線への周辺部から国

道９号線へ接続する路線また、公共施設などへ移動するための必要な路線となっている。

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持

事業により運行を確保、維持する必要がある。

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ佐津柴山線・余部線・奥佐津線・長井線・香住市街地線は、地域拠点である香住

から周辺部の居住地や生活必需施設を連絡する近距離の路線であり、地域の移動手段とし

ての役割を担っている。また村岡境線・射添線・兎塚線は全但バスの地域内幹線への接続

により広域への移動も可能とするなど、全但バスの地域内幹線を補完する欠かせない路線

である。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通

確保維持事業により運行を確保、維持する必要がある。
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３.補助系統に係る事業及び実施主体の概要

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

全但バス

秋岡線

秋岡 村岡 八鹿駅 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

村岡線

殿町 関宮 八鹿駅 4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

全但バス

八鹿湯村線

八鹿駅 村岡 湯村温

泉

4条乗合 路線定期運行 交通事業者 幹線補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

村岡病院山

田境線

村岡病

院

山田 境 4条乗合 路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

村岡山田境

線

村岡 山田 境 4条乗合 路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

熊波役場線

熊波区 大糠上 村岡地

域局

4条乗合 路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

高坂殿町

高坂区 村岡病院 殿町 4条乗合 路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

大糠高坂

大糠上 殿町 高坂区 4条乗合 路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

岡見境線

岡見公

園下

応挙寺口 境 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住境線

香住駅 応挙寺口 境 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

岡見左岸境

岡見公

園下

油良 境 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住左岸線

香住駅 油良 境 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住市街地

香住駅 香 住 病

院・香住

駅・下浜

香住駅 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住市街地

循環

香住駅 香 住 病

院・香住

駅・下浜・

香住駅・

香住病院

香住駅 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住市街地

下浜

香住駅 下浜・香

住駅・香

住病院・

香住駅・

下浜

香住駅 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香住市街地

岡見

香住駅 香住病院 香住駅 ７８条市

町有償路

線

路線定期運行 香美町 フィーダ

ー補助
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【新温泉町】

１.補助系統の地域公共交通における位置づけ・役割

位置づけ 系統 役割 確保・維持策

地域内幹線 全但バス 八鹿湯村線 湯村温泉を発着地として

香美町を経由し八鹿駅と

連絡する。

交通事業者と協議の

上、一定以上の運行水

準を確保する。

支線 町民バス 春来線 町内各地域を運行し、他

の公共交通機関や地域拠

点に接続する。

交通事業者と連携し

た取組により一定以

上の運行水準を確保

する。

町民バス 久斗山線

町民バス 三尾線

町民バス 田井線

町民バス 伊角線

町民バス 照来循環線

町民バス 海上線

町民バス 八田線

町民バス 浜坂温泉線

町民バス 居組線

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー補

助）を活用し持続可能

な運行を目指す。

２.地域公共交通確保維持事業の必要性

・町民バス久斗山線・三尾線・田井線・浜坂温泉線・居組線は、地域拠点である浜坂駅、浜坂

病院から周辺部の居住地や生活必需施設を連絡する路線であり、地域の移動手段としての

役割を担っている。また、浜坂温泉線は湯村温泉方面へ運行しており、全但バスの八鹿湯

村線、町民バスの温泉地域を運行する路線への接続により広域の移動が可能となるなど、

住民にとって欠かせない路線である。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の

維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保、維持する必要がある。

・町民バス伊角線・照来循環線・海上線・八田線は拠点停留所である湯村温泉停留所から町

民バス浜坂温泉線、全但バス八鹿湯村線、大阪・神戸方面の高速バス等への接続により、

広域の移動も可能となっている。また、海上線では鳥取県岩美町まで運行する便があり、

鳥取方面への通院・買い物等を可能にしており、住民にとって欠かせない路線である。一

方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事

業により運行を確保、維持する必要がある。
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３.補助系統に係る事業及び実施主体の概要

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

久斗山 久斗山 浜坂病

院

B＆G ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

久斗山駅 久斗山 浜坂病

院

浜坂駅 ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

三尾東小 三尾 浜坂東

小

B＆G ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

三尾B＆G 三尾 和田 B＆G ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

循環A 浜坂駅 浜坂病

院

浜坂駅 ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

循環C 浜坂駅 浜坂病

院

B＆G ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

循環E①② B＆G 三尾 浜坂駅 ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

田井こども

病院

田井 浜坂こ

ども園

浜坂病

院

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

田井図書館

②

浜坂駅 浜坂こ

ども園

田井 ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

伊角 伊角下 出合 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

伊角上① 伊角上 出合 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

上照来循環 湯村温

泉

切畑 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

下照来循環 湯村温

泉

切畑 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

海上 海上 八田コ

ミセン

湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

八田① 青下 田中 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂湯村 浜坂駅 栃谷七

釜温泉

湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂湯村病

院

浜坂駅 浜坂病

院

湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂高校 浜坂高

校

浜坂駅 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助
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系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業

浜坂温泉支

所

浜坂駅 湯村温

泉

温泉総

合支所

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂温泉役

場病院

浜坂高

校

新温泉

町役場

湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂温泉役

場

浜坂高

校

新温泉

町役場

湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂温泉ジ

オパーク

ジオパ

ーク館

浜坂駅 湯村温

泉

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

浜坂温泉ジ

オパーク

ジオパ

ーク館

湯村温

泉

温泉総

合支所

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

居組病院 居組港 浜坂駅 浜坂病

院

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

居組浜坂港 居組港 浜坂港 浜坂駅 ７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助

居組浜坂港

病院

居組港 海水浴

場

浜坂病

院

７８条バス 路線定期運行 新温泉町 フィーダ

ー補助


